
今
号
か
ら
、
国
立
公
園
雑
誌
に
毎
回

国
立
公
園
研
究
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
や

雑
文
を
寄
稿
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
今

回
は
ま
ず
、
本
研
究
所
に
つ
い
て
紹
介

す
る
こ
と
と
し
た
い
ｃ

江
戸
川
大
学
は

一
九
九
〇

（
平
成

二
）
年
四
月
に
千
葉
県
流
山
市
に
開
学

し
た
比
較
的
新
し
い
大
学
で
あ
る
。
た

だ
し
学
園
全
体
の
沿
革
は
古
く
、
学
校

法
人
江
戸
川
学
園
の
母
体
と
な

っ
た
城

東
高
等
家
政
女
学
校
が
開
校
し
た
の
は
、

一
九
三

一

（昭
和
六
）
年
四
月
、
そ
の

後
江
戸
川
女
子
中

・
高
校
、
取
手
小

・

中

・
高
、
福
祉
専
門
学
校
、
保
育
園
を

開
設
し
た
総
合
学
園
と
な

っ
た
ｃ

本
大
学
は
、
二
〇

一
八
年
現
在
は
二

学
部
六
学
科
を
擁
し
、
「
人
間
陶
冶
」

を
教
育
理
念
に
掲
げ
て
学
生

一
人

一
人

の
個
性
を
尊
重
し
た
少
人
数
教
育
を
実

そ
の
よ
う
な
折
、　
一
九
二
九

（昭
和

四
）
年
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
国
立

公
園
協
会
が
、
人
三
年
の
歴
史
を
刻
ん

で
解
散
し
た
。
そ
の
業
務
や
財
産
は
、

．
‐二

、
´
　

（
．

ｔ
ｉ

・
１
●
Ｉ
●
、
■
〓
■
一
一
一‐
　
一
■
二
■

汗
永
良
部
島
●
‥
島
も
同
じ
傾
向

ル
■
一

し
、
宿
泊
収
容
力

の
ビ
ー
ク
は
三
島
と

施
し
、
教
員
と
学
生
と
の
距
離
が
近
い

こ
と
を
特
色
と
し
て
い
る
ｃ

本
学
現
代
社
会
学
科
で
は
、　
一
九
九

七

（平
成
九
）
年

の
学
科
開
設
以
来
、

国
内
外
の
環
境
問
題
の
研
究
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
特
に

「
国
立
公
園
論
」
を

は
じ
め
と
す
る
自
然
保
護
分
野
の
教
育

に
力
を
入
れ
、
そ
の
結
果
、
学
生
た
ち

は
入
学
時
か
ら
国
立
公
園
や
自
然
保
護

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
環
境
国
際
協

力
に
も
参
加
し
、
卒
業
後
は
そ
の
分
野

の
就
職
を
目
指
す
学
生
が
多
く
な
り
、

現
在
ま
で
に
四
〇
名
以
上
の
学
生
が
国

立
公
園
や
世
界
遺
産
の
分
野
で
活
躍
し

て
い
る
ｃ

．
　

．
　

１
一　
　
　
一二
一　
二
Ｔ
一　
　
一

一
　

・一
　

一
ｆ

ｉ
■

■

一
〓
・三

二

■

て

１
〓
よ
う
に
、
外
部

（観
光
客
）

ヘ

の
対
応
や
外
部
資
本
進
出

へ
の
対
処
は
、

環
境
省
、　
一
般
財
団
法
人
自
然
公
園
財

団
等
、
国
立
公
園
や
保
護
地
域
研
究
に

関
係
す
る
機
関
に
引
き
継
が
れ
た
の
だ

が
、
江
戸
川
大
学
が
国
立
公
園
研
究
と

教
育
に
力
を
注

い
で
い
る
と
い
う
こ
と

か
ら
、
本
学
現
代
社
会
学
科
に
対
し
て

も
、
協
会
が
所
蔵
し
て
い
た
書
籍
や
関

連
資
料
等
の
多
く
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
た
。
こ
れ
を
機
に
、
二
〇

三
二

（平

成
二
五
）
年
四
月
、
本
学
内
に
国
立
公

園
研
究
所
を
設
立
し
、
国
立
公
園
に
関

す
る
研
究
の
推
進
と
、
学
生
に
対
す
る

教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
た
の
で

あ
る
ｃ

今
回
は
、
旧
国
立
公
園
協
会
所
蔵
書

籍
を
中
心
と
し
た
、
本
研
究
所
所
蔵
資

料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。
そ
の
資
料
は
個
人
か
ら
、
そ
し
て

他
団
体
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
も
含
ま
れ

て
い
る
。
ご
寄
贈

い
た
だ
い
た
環
境
省

の
宇
賀
神
知
則
様
、
宇
野
佐
様
、
小
野

寺
浩
様
、
児
玉
武
彦
様
、
櫻
井
正
昭
様
、

鹿
野
久
男
様
、
島
田
直
幸
様
、
高
西
次

男
様
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
国
立
公
園
局
、

台
湾
内
政
部
営
建
署
に
は
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
所
蔵
冊
数
は
和
書

．

一ｒ

一
　

・二
■
●
■
■

、

・

て

い
多
ご
た

●

出E

（以
下
次
号
）

が
約

一
、
○
○
○
冊
、
洋
書
が
八
〇
〇

冊
に
の
ぼ
る
ｃ
寄
贈
さ
れ
た
資
料
の
中

に
は
、
現
在
で
は
入
手
不
可
能
な
古
書

が
多
数
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
古

い
も
の

に
つ
い
て
は
、
他
図
書
館
等
か
ら
の
日

録
情
報
が
見

つ
か
ら
な
い
こ
と
が
多

い

た
め
、
現
物
の
奥
付
、
表
紙
等
に
記
載

さ
れ
て
い
る
情
報
を
参
考
に
し
な
が
ら

デ
ー
タ
を
入
力
し
た
。

さ
ら
に
詳
細
な
情
報
を
付
け
加
え
る

た
め
利
用
し
た
の
は
、
０
，
障
∪
８
庁
∽
、

国
立
国
会
図
書
館
ｏ
「
＞
ｏ
、
ヨ
①
げ
８
一

「
Ｆ

、

各

大

学

図

書

館
ｏ
〓

ｏ
、

ヨ
ｏ
召

∪
ｏ
＞
↓
等
、

国
内

外

の
蔵
書

検

索

サ

イ

ト
、

各

国

の
＞
目

●
８
、

の
８
器

∪
８
Ｆ
、
該
当
資
料

の
出
版

元
団
体

の
Ｈ宅
等

で
あ
る
。
各
サ
イ
ト

に
ア
ク
セ
ス
し
な
が
ら
、
現
物
と
書
誌

情
報
が

一
致
す
る
か
を
確
認
し
た
上
で
、

判
明
し
た
追
加

の
書
誌
情
報
を
記
し
、

加
筆

と
修
正
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、

Ｚ
∪
０

（
日
本
十
進
分
類
法
）
に
基
づ

く
請
求
記
号
を
付
与
し
た
。
請
求
記
号

と
は

一
般
的
に
、
図
書
館
資
料
の
背
表

紙
に
貼
付
す
る
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ
る

数
字
他
の
記
号
の
こ
と
で
、
そ
れ
に
よ

っ
て
資
料
が
識
別
さ
れ
る
。

本
研
究
所

の
寄
贈
資
料

の
特
徴
は
、

大
部
分
が
国
立
公
園
や
保
護
地
域
等
に

特
化
し
た
分
野
の
資
料
で
あ
る
た
め
、
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